
高等学校 第 1 学年　地域創造学　単元計画

単元の目標

評価規準

A　◎地域理解 【地理】
とができる。

・多様な他者の考えや価値観を受け入れ、広い視野でよりよいものを考えることができる。

D
　
自
律
的
活
動
に

　
　
　
関
す
る
資
質
能
力

１　☆感じ取る力 【☆感】

・学んだことを自分ごとに引き付けて考え、これからの自己の学びや活動への見通しを持つこと
ができる。

２　☆創出する力 【☆創】

・学んだことについて構想を練り上げて、創造的に表現することができる。

３　★自己肯定感 【★肯】

・自分の良さや可能性に気づき、よりよいものを目指して取り組もうとすることができる。

５　★困難を解決
　　しようとする心

【★解】

・活動が行き詰ったとき、原因を考え、改善して最後までやり遂げることができる。

C
　
人
間
関
係
形
成
に

　
　
関
す
る
資
質
能
力

１　☆伝え合う力 【☆伝】

・調べたことや自分の考えが伝わるように、表現を工夫することができる。

２　☆協働する力 【☆協】

・集団の中での自分の役割を自覚し、互いに協力して活動することができる。

B
　
社
会
参
画
に
関
す
る
資
質
能
力

１　☆見通す力 【☆見】

３　★他者受容 【★受】

３　☆提案・発信する力 【☆提】

４　★好奇心・探究心 【★好】

・調査内容や方法について積極的に意見を出し、主体的に調査活動を行うことができる。

２　☆多角的・多面的
　　に考える力

【☆多】

観点 評価規準

岩手県立 住田

単元名 地域を知る

○住田町の資源や魅力について理解を深め、ガイドブックの形で表現することができる。　【社会参画に関する資質能力】
○町の人との対話を通じて、様々な考え方に気づき、他者と協働して活動することができる。　【人間関係形成に関する資質能力】
○学んだことをよりよい形で伝えるために、工夫改善することができる。　【自律的活動に関する資質能力】



単元の指導 (全 20 時間）
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○まとめたこと（ガイドブック第一案）を発表する。
○他の人の発表を聞いて、アドバイスをする。

○他の人からのアドバイスなどをもとに、さらによいものにするにはどうしたらよいかを考える。

○中学校で行ってきた探究的な活動を振りかえり、「地域創造学」で目指すものを確認する。
○住田町のガイドブック作成を通して、地域理解を深めることを目指す活動であることを理解する。

○自分の興味関心のあることやこれまでやってきたことを振り返る。
○他の人とシェアする。

○20年後の住田町（気仙地域）を予想する。
○こうなっていたらいいな、を考える。

○探究テーマを決める。
○テーマごとにグループを作る。

○探究のための調査内容と調査方法を考える。
○調査活動の計画を立てる。

○調査活動を行い、わかったことをまとめる。
○見た人に伝わるようなレイアウトや文を考える。

働かせたい
資質・能力

プ
ロ
セ
ス

月 時

小
単
元
名

主な活動内容と
関連する教科・領域

4

5
・
6

7
～

9

問
題
の
理
解
・
現
状
把
握

ま
と
め
・
振
り
返
り



高等学校 第 1 学年　地域創造学　単元計画

単元の目標

評価規準

A　◎地域理解 【地理】
とができる。

・多様な他者の考えや価値観を受け入れ、広い視野でよりよいものを考えることができる。

D
　
自
律
的
活
動
に

　
　
　
関
す
る
資
質
能
力

１　☆感じ取る力 【☆感】

・学んだことを自分ごとに引き付けて考え、これからの自己の学びや活動への見通しを持つこと
ができる。

２　☆創出する力 【☆創】

・学んだことについて構想を練り上げて、創造的に表現することができる。

３　★自己肯定感 【★肯】

・自分の良さや可能性に気づき、よりよいものを目指して取り組もうとすることができる。

３　★他者受容 【★受】

C
　
人
間
関
係
形
成
に

　
　
関
す
る
資
質
能
力

１　☆伝え合う力 【☆伝】

・調べたことや自分の考えが伝わるように、表現を工夫することができる。

２　☆協働する力 【☆協】

・集団の中での自分の役割を自覚し、互いに協力して活動することができる。

２　☆多角的・多面的
　　に考える力

【☆多】

５　★困難を解決
　　しようとする心

【★解】

・活動が行き詰ったとき、原因を考え、改善して最後までやり遂げることができる。

観点 評価規準

３　☆提案・発信する力 【☆提】
・ガイドブックの活用方法について提案することができる。

４　★好奇心・探究心 【★好】

・調査内容や方法について積極的に意見を出し、主体的に調査活動を行うことができる。

B
　
社
会
参
画
に
関
す
る
資
質
能
力

１　☆見通す力 【☆見】

岩手県立 住田

単元名 地域を知らせる

○住田町の資源や魅力について理解を深め、ガイドブックの形で表現し、効果的な伝達方法を考えることができる。　【社会参画に関する
資質能力】
○町の人との対話を通じて、様々な考え方に気づき、他者と協働して活動することができる。　【人間関係形成に関する資質能力】
○学んだことをよりよい形で伝えるために、工夫改善することができる。　【自律的活動に関する資質能力】



単元の指導 (全 15 時間）
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○ガイドブックの内容をより完成形に近づけるために、調査内容と調査方法を再検討する。
○調査活動の計画を立てる。
○ガイドブックを設置する場所を検討する。

○調査活動を行い、わかったことをまとめる。
○レイアウトや文を工夫する。
○ガイドブックを置いてくれるよう該当施設等にお願いする。

○ガイドブックにまとめた内容について発表する。
○他の人の発表を聞いて、意見や感想を述べる。

○一年間の地域創造学を振り返り、来年度の探究の見通しを持つ。

働かせたい
資質・能力

プ
ロ
セ
ス

月 時

小
単
元
名

主な活動内容と
関連する教科・領域

1
0
～

2

ま
と
め
・
振
り
返
り


